
 

 

 

 

 

 

◆不登校担当者研修会で、県立教育研修所心の教育総合センター指導主事 福田裕子氏から講義と

演習を受けました。今年度、不登校児童生徒の急増は、豊岡市でも例外ではありません。講義の

中で、その発症要因とストレスについてお話がありました。 

子どもの不登校にはストレスが共通している ⇔ コロナ禍でストレスの引き金がふんだんにある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆福田先生からの助言です。 

 不登校未然防止に向けて大切にしたいこと 

 ①誰が、何のために、どんな取組をするか整理すること。（学校が、保護者が、子どもが、） 

②未然防止には子どもがソーシャルスキル（対人関係を円滑にするコミュニケーションスキル）やアサーシ 

ョンスキル（相手を尊重しながら自己の意見を伝えるコミュニケーションスキル）を身につけることが有効。 

 ③テクノストレス（コンピュータに過度に適応、依存したことにより生じる精神的・身体的症状）は家庭で起きて 

いる。保護者に通信や研修会で啓発する必要あり。「コロナ禍だからこそ起こるんだ」という 

ことを、保護者と学校が共有することが未然防止になる。 

 ④コロナ禍で学校でできることは限界がきている。未然防止には、子ども、保護者を主語にし 

た取組を進め、学校、保護者、子ども総ぐるみで、何ができるか一緒に考えること。 

◆冬休みを挟んで、子どもが、保護者が取り組めることを、再度確認していきましょう。 

豊岡市教育委員会 Ｒ３.1２.１４      No.９ 
豊岡市のホームページにもアップしています 

不登校児童生徒急増！その発症要因とストレスは？ 

【本人の特性】どの子も持っているもの発達の問題・愛着の問題・不安感・内向的・完璧主義・ 

過剰適応・トラウマ・情緒不安・耐性脆弱 等 

【ストレス（引き金）】 

家庭環境⇒生活リズムの乱れ・保護 

者の仕事の変化や経済的困窮・虐待 

・暴力 等  

学校環境⇒学業困難・教員の指導・ 

人間関係や学校生活のトラブル 等 

【誘因】ストレスに立ち向かう動き 

 ◎リラックス、スポーツ等 

▲抱え込み、うまく対処できない 

↓ストレス過多の状態が続く 

↓↓無理して頑張ってしまう 

↓↓↓疲れ果ててしまう 

＋在宅時間の長さ、外出の自粛等 

＋『テクノストレス』 

▲SNS・You tube・オンラインゲーム 

 ↓↑   ↓↑   ↓↑ 

疲れ・食生活、睡眠の乱れ 

 

不登校回避 

不眠 

食欲減退 

頭痛 

腹痛 

倦怠感 

無気力 

等 

カードを使ってクロスロード（教育

相談編）を体験しました。 

「今まで潜在的にあった本人の特性に、今の社会状

況の中で生じている大きなストレスが加わったた

め、結果として不登校の状況に陥っている子どもた

ちが多くいると考えられる。」（福田氏） 

うまく発散！ 


